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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　(i)記録データを記録するデータエリアと、(ii)前記記録データを管理するための複数
種類の管理情報及び最新の管理情報を指し示すための指標情報を複数回記録可能な複数の
管理エリアとを備える追記型記録媒体に前記記録データを記録する記録装置であって、
　前記記録データを前記データエリアに記録する第１の記録手段と、
　最新の前記指標情報が記録されている前記管理エリアを検出する検出手段と、
　前記複数種類の管理情報のうち個別に更新する必要がある管理情報のみを選択する選択
手段と、
　前記選択手段により選択された管理情報及び前記指標情報を更新する更新手段と、
　前記更新手段により更新された指標情報および管理情報を、前記検出手段により検出さ
れた管理エリア内に記録することが可能であるかを判別する判別手段と、
　前記判別手段により記録が可能でないと判別されたときは、前記更新された指標情報お
よび当該指標情報が指し示す全ての管理情報を、前記管理エリア内に記録可能な別の管理
エリアに記録する第２の記録手段と
を備えていることを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記判別手段は、前記検出手段により検出された管理エリアの空き容量に基づいて、前
記更新手段により更新された指標情報および管理情報を、前記検出手段により検出された
管理エリア内に記録することが可能であるかを判別することを特徴とする請求項１に記載
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の記録装置。
【請求項３】
　(i)記録データを記録するデータエリアと、(ii)前記記録データを管理するための複数
種類の管理情報及び最新の管理情報を指し示すための指標情報を複数回記録可能な複数の
管理エリアとを備える追記型記録媒体に前記記録データを記録する記録方法であって、
　前記記録データを前記データエリアに記録する第１の記録工程と、
　最新の前記指標情報が記録されている前記管理エリアを検出する検出工程と、
　前記複数種類の管理情報のうち個別に更新する必要がある管理情報のみを選択する選択
工程と、
　前記選択工程において選択された管理情報及び前記指標情報を更新する更新工程と、
　前記更新工程により更新された指標情報および管理情報を、前記検出手段により検出さ
れた管理エリア内に記録することが可能であるかを判別する判別工程と、
　前記判別工程により記録が可能でないと判別されたときは、前記更新された指標情報お
よび当該指標情報が指し示す全ての管理情報を、前記管理エリア内に記録可能な別の管理
エリアに記録する第２の記録工程と
を備えていることを特徴とする記録方法。
【請求項４】
　前記判別工程は、前記検出工程において検出された管理エリアの空き容量に基づいて、
前記更新工程において更新された指標情報および管理情報を、前記検出工程において検出
された管理エリア内に記録することが可能であるかを判別することを特徴とする請求項３
に記載の記録方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、追記型記録媒体、追記型記録媒体に記録データを記録する記録装置および記
録方法、追記型記録媒体用の再生装置および再生方法、並びにコンピュータを記録装置と
して機能させるコンピュータプログラムの技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ディスク、磁気ディスク、光磁気ディスク等の高密度記録媒体における記録データの
記録および読取を行うために、記録媒体上には様々な管理情報が記録されている。この管
理情報の一具体例として、例えばディフェクト管理情報は、記録媒体における記録データ
の記録および読取の信頼性を向上させるための技術である「ディフェクト管理」のために
用いられる。すなわち、記録媒体上に存在する傷もしくは塵埃、または記録媒体の劣化等
（これらを総じて「ディフェクト」と呼ぶ。）が存在するときには、そのディフェクトが
存在する場所に記録すべきデータまたは記録されたデータを、記録媒体上の他の領域（こ
れを「スペアエリア」と呼ぶ。）に記録する。このように、ディフェクトにより記録不全
または読取不全となるおそれがある記録データをスペアエリアの退避させることにより、
記録データの記録および読取の信頼性を向上させることができる（特許文献１参照）。
【０００３】
　一般に、ディフェクト管理を行うために、ディフェクトリストを作成する。ディフェク
トリストには、記録媒体上に存在するディフェクトの位置を示すアドレス情報と、ディフ
ェクトが存在する場所に記録すべきであったデータまたは記録されていたデータを退避さ
せたスペアエリアの場所（例えばスペアエリア内の記録位置）を示すアドレス情報とが記
録される。
【０００４】
　一般に、ディフェクトリストの作成は、記録媒体をイニシャライズないしフォーマット
するときに行われる。また、ディフェクトリストの作成は、記録データを当該記録媒体に
記録するときにも行われる。記録データの記録・書換が数度行われるときには、記録デー
タの記録・書換が行われる度にディフェクトリストの作成または更新が行われる。
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【０００５】
　記録データを記録媒体に記録するときには、ディフェクトリストを参照する。これによ
り、ディフェクトの存在する場所を避けながら記録データを記録媒体に記録することがで
きる。一方、記録媒体に記録された記録データを再生するときにも、ディフェクトリスト
を参照する。これにより、通常の記録領域に記録された記録データと、ディフェクトの存
在によりスペアエリアに記録されている記録データとをディフェクトリストに基づいて確
実に読み取ることができる。
【０００６】
　ディフェクトリストは、一般に、そのディフェクトリストの作成または更新の対象とな
った記録媒体の特定の領域に記録される。そして、そのディフェクトリストは、次回、当
該記録媒体に記録された記録データを再生するとき、または当該記録媒体に記録データを
書き換えまたは追記するときに、当該記録媒体から読み取られ、読取装置による読取作業
時または再生装置による再生作業時に参照される。
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－１８５３９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、ディフェクトリストは記録媒体の特定の領域に記録される。例えばブルーレ
ーザーを用いた書換可能（リライタブル）な光ディスクでは、ディフェクトリストは、デ
ィスク上のリードインエリアまたはリードアウトエリアに確保された所定の領域（以下、
これらをそれぞれ「ディフェクト管理エリア」と呼ぶ。）内に記録される。
【０００９】
　上述したように、ディフェクトリストは、記録データの記録・書換が行われる度に更新
される。そして、ディフェクトリストは、記録データの記録・書換により更新される度に
、当該記録・書換の対象となっている記録媒体のディフェクト管理エリアに上書きされる
。すなわち、ディフェクト管理エリア内のディフェクトリストは、ディフェクトリストが
更新されるごとに書き換えられる。
【００１０】
　ところで、このようにディフェクトリストを書き換えることによってディフェクトリス
トの更新記録を実現することができるのは、記録媒体が書換可能な場合に限られる。記録
媒体が各位置に一度しか記録できないいわゆる追記型の情報記録媒体、例えばライトワン
ス型光ディスクである場合には、例えば、ディフェクトリストが更新された後、適切なタ
イミングで、その更新されたディフェクトリストは、情報記録媒体の未記録の新たな領域
に追記される。
【００１１】
　しかし、追記型記録媒体において新旧複数のディフェクトリストをディフェクト管理エ
リアに記録する場合、これら複数のディフェクトリストの中から、最新のディフェクトリ
ストを効率よく特定することは容易でない。
【００１２】
　このようなディフェクトリストの更新及び最新のディフェクトリストの特定の問題と同
様のことが、他の管理情報についてもいえる。即ち、管理情報を更新するたびに、新旧複
数の管理情報が管理エリアに記録されることになるため、これら新旧複数の管理情報の中
から、最新の管理情報を効率よく特定することは容易ではない。
【００１３】
　本発明は上記に例示したような問題点に鑑みなされたものであり、本発明の課題は、管
理情報の記録を効率よく行うと共に、最新の管理情報を効率的に特定することが可能な追
記型記録媒体、追記型記録媒体用の記録装置および記録方法、並びに追記型記録媒体用の
再生装置および再生方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】



(4) JP 4073462 B2 2008.4.9

10

20

30

40

50

【００１４】
　上記課題と解決するために本発明の追記型記録媒体は、記録データを記録するデータエ
リアと、前記記録データを管理するための複数種類の管理情報及び最新の管理情報を指し
示すための指標情報を複数回記録可能な複数の管理エリアとを備え、前記複数の管理エリ
アの夫々には、前記最新の管理情報からなる複数種類の管理情報と当該複数種類の管理情
報を指し示す前記指標情報とを含む管理情報ブロックを記録するためのセットアップエリ
アが用意されている。
【００１５】
　上記課題を解決するために本発明の記録装置は、(i)記録データを記録するデータエリ
アと、(ii)前記記録データを管理するための複数種類の管理情報及び最新の管理情報を指
し示すための指標情報を複数回記録可能な複数の管理エリアとを備える追記型記録媒体に
前記記録データを記録する記録装置であって、前記記録データを前記データエリアに記録
する第１の記録手段と、少なくとも１個の前記管理情報及び前記指標情報を更新する更新
手段と、前記更新された指標情報が異なる管理エリアに記録された管理情報を指し示す状
態となるか否かを検出する検出手段と、前記更新された指標情報が異なる管理エリアに記
録された管理情報を指し示す状態にならないとき、前記更新された少なくとも１個の管理
情報及び前記指標情報を使用中の管理エリアに記録する第２の記録手段と、前記更新され
た指標情報が異なる管理エリアに記録された管理情報を指し示す状態となるとき、最新の
管理情報からなる複数種類の管理情報と前記指標情報とを含む管理情報ブロックを未使用
の管理エリアに記録する第３の記録手段とを備えている。
【００１６】
　上記課題を解決するために本発明のコンピュータプログラムは、コンピュータを上述し
た本発明の記録装置（但し、その各種形態も含む）として機能させる。
【００１７】
　上記課題を解決するために本発明の記録方法は、(i)記録データを記録するデータエリ
アと、(ii)前記記録データを管理するための複数種類の管理情報及び最新の管理情報を指
し示すための指標情報を複数回記録可能な複数の管理エリアとを備える追記型記録媒体に
前記記録データを記録する記録方法であって、前記記録データを前記データエリアに記録
する第１の記録工程と、少なくとも１個の前記管理情報及び前記指標情報を更新する更新
工程と、前記更新された指標情報が異なる管理エリアに記録された管理情報を指し示す状
態となるか否かを検出する検出手段と、前記更新された指標情報が異なる管理エリアに記
録された管理情報を指し示す状態にならないとき、前記更新された少なくとも１個の管理
情報及び前記指標情報を使用中の管理エリアに記録する第２の記録工程と、前記更新され
た指標情報が異なる管理エリアに記録された管理情報を指し示す状態となるとき、最新の
管理情報からなる複数種類の管理情報と前記指標情報とを含む管理情報ブロックを未使用
の管理エリアに記録する第３の記録工程とを備えている。
【００１８】
　コンピュータ読取可能な媒体内のコンピュータプログラム製品は上記課題を解決するた
めに、コンピュータにより実行可能なプログラム命令を明白に具現化し、該コンピュータ
を、上述した本発明の記録装置（但し、その各種態様を含む）として機能させる。
【００１９】
　本発明のコンピュータプログラム製品によれば、当該コンピュータプログラム製品を格
納するＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ハードディスク等の記録媒体から、当該
コンピュータプログラム製品をコンピュータに読み込めば、或いは、例えば伝送波である
当該コンピュータプログラム製品を、通信手段を介してコンピュータにダウンロードすれ
ば、述した本発明の記録装置を比較的容易に実施可能となる。更に具体的には、当該コン
ピュータプログラム製品は、述した本発明の記録装置として機能させるコンピュータ読取
可能なコード（或いはコンピュータ読取可能な命令）から構成されてよい。
【００２０】
　本発明のこのような作用及び他の利得は次に説明する実施形態及び実施例から明らかに
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される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について実施形態毎に順に図面に基づいて説
明する。　　（追記型記録媒体の実施形態）
　本発明の追記型記録媒体の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、本発
明の実施形態の説明に用いる図面は、本発明の記録媒体、記録装置および再生装置の構成
要素等を、その技術思想を説明する限りにおいて具体化したものであり、各構成要素等の
形状、大きさ、位置、接続関係などは、これに限定されるものではない。
【００２２】
　図１は本発明の実施形態である追記型記録媒体の記録構造を示している。図１に示す追
記型記録媒体１０は、ディスク状の記録媒体である。図１中の左側が記録媒体１０の内周
側であり、右側が記録媒体１０の外周側である。なお、本発明の追記型記録媒体の形状は
ディスク状に限られない。本発明は、例えばカード状の記録媒体など、他の形状の記録媒
体にも適用することができる。また、本発明の追記型記録媒体の記録方式は限定されない
。本発明は、例えば、光、磁気、光磁気、相変化、誘電体の分極方向または近接場光など
を利用した記録媒体に適用することができる。
【００２３】
　記録媒体１０は、データないし情報を各位置に１度のみ記録可能な追記型（ライトワン
ス型）の記録媒体である。
【００２４】
　記録媒体１０は、図１に示すように、データエリア１１および管理エリア１４Ａ、１４
Ｂ、１４Ｃを備えている。
【００２５】
　データエリア１１は、記録データを記録するためのエリアである。記録データは、主と
して再生または実行の対象となるデータであり、例えば画像データ、音声データ、文書デ
ータ、コンテンツデータまたはコンピュータプログラムなどが含まれる。
【００２６】
　管理エリア１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃは、少なくとも複数種類の管理情報２１Ａから２１
Ｄ及び指標情報２３を記録するためのエリアである。管理エリア１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃ
は、記録媒体１０の記録面上に３個存在する。管理エリア１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃは、記
録面上に分散して配置されている。なお、管理エリアの個数は限定されない。また、管理
エリアの配置および配置の態様も限定されない。
【００２７】
　管理情報とは、記録媒体１０上に記録される記録データの管理のために用いられる情報
である。この管理情報の具体例として、例えばディフェクト管理に用いられるディフェク
ト管理情報２１Ａ（以降、適宜“管理情報２１Ａ”と称する）や記録媒体１０上に記録さ
れる記録データの分布を示すスペースビットマップ情報２１Ｂ（以降、適宜“管理情報２
１Ｂ”と称する）や記録媒体１０に設けられる記録トラック上の記録データのシーケンシ
ャルな分布の状態（例えば、記録データが記録済みか或いは未記録か）を示すシーケンシ
ャル記録管理情報２１Ｃ（以降、適宜“管理情報２１Ｃ”と称する）やその他の各種管理
情報２１Ｄ（以降、適宜“管理情報２１Ｄ”と称する）が挙げられる。
【００２８】
　ここで、データ管理の一具体例たるディフェクト管理について更に詳細に説明すると、
ディフェクト管理とは、記録媒体１０内または記録媒体１０上に傷、塵埃または劣化等の
ディフェクトが存在するときに、そのディフェクトが存在する場所を避けて記録データを
記録すると共に、本来そのディフェクトが存在する場所に記録すべきであった記録データ
、またはその場所に記録された記録データを図示しないスペアエリアに代替的に記録する
といったものである。また、記録媒体１０上に記録された記録データを再生するときに、
ディフェクトの存在する位置を認識し、ディフェクトの存在する位置に本来記録されるべ
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きであったまたは記録されていた記録データを、図示しないスペアエリアから読み取ると
いった処理もディフェクト管理の一環として行われるものである。
【００２９】
　ディフェクト管理情報２１Ａにはディフェクトリストが含まれている。ディフェクトリ
ストには、データエリア１１におけるディフェクトが存在する位置を示す情報（以下、こ
れを「ディフェクト位置情報」という。）と、当該ディフェクトが存在する場所に記録す
べきであった記録データまたはその場所に記録された記録データを記録したスペアエリア
内の位置を示す情報（以下、これを「代替記録位置情報」という。）とが記録されている
。例えば、ディフェクト位置情報はディフェクト位置を示すアドレス情報であり、代替記
録位置情報はスペアエリア内の記録位置を示すアドレス情報である。ディフェクトリスト
を参照することにより、ディフェクトの存在する位置を認識することが可能となり、ディ
フェクトの存在する位置に本来記録されるべきであったまたは記録されていた記録データ
を、スペアエリアから読み取ることが可能となる。
【００３０】
　ディフェクトリストは、複数の部分ディフェクトリストに分割されていてもよい。更に
この場合、スペアエリアも複数の部分スペアエリアに分割されていてもよい。　指標情報
２３とは、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要な管理情報を特定するための情報
である。ここに、「最新の管理情報」とは、必要に応じて適宜更新される管理情報のうち
、管理情報の種類毎の最新の管理情報の全体を示す趣旨である。例えば、最後に記録され
た管理情報２１Ａ、最後に記録された管理情報２１Ｂ、最後に記録された管理情報２１Ｃ
及び最後に記録された管理情報２１Ｄを含む情報が最新の管理情報を示す趣旨である。
【００３１】
　指標情報２３は、１個の管理エリアに連続的に並んで記録された複数の管理情報２１Ａ
から２１Ｄのうち、最後に配置された管理情報に続けて記録されることが望ましい。これ
により、最新の管理情報の読取を効率よく行うことが可能となる。例えば、図１において
、管理エリア１４Ａには、管理情報２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄが連続的に並んで記
録されており、管理情報２１Ｄが最後に配置されている。この場合には、管理情報２１Ｄ
に続けて指標情報２３が記録されることが望ましい。以下、個々の管理エリア内において
最後に記録された管理情報を「ラスト管理情報」という。
【００３２】
　指標情報２３の内容は、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要な管理情報を特定
することができる情報であれば何でもよい。例えば、各管理情報に識別子が付されている
場合には、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要な管理情報に付された識別子の内
容を示す情報を指標情報２３として用いてもよい。
【００３３】
　各管理エリアには、管理情報２１Ａから２１Ｄや指標情報２３以外の情報を含んでいて
もよい。本実施形態では、各管理エリアには、定義情報２２が記録されている。定義情報
２２は、例えば、データエリア等の配置またはサイズに関する情報である。また、本実施
形態では、指標情報２３には、定義情報２２を特定するための情報も含まれているものと
する。
【００３４】
　そして、この最新の管理情報２１と指標情報２３を含めて、管理情報ブロックが構成さ
れる。もちろん、更に定義情報２２を含めて管理情報ブロックを構成するようにしてもよ
い。
【００３５】
　管理エリア１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃのそれぞれには、最新の管理情報を組み立てるのに
最小限必要なすべての管理情報２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄ及び該最新の管理情報を
指し示す指標情報２３（即ち、管理情報ブロック）を記録するためのセットアップエリア
２４Ａ、２４Ｂ、２４Ｃが用意されている。セットアップエリア２４Ａ、２４Ｂ、２４Ｃ
は、それぞれ管理エリア１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃの先頭部分或いは先頭部分の近傍に配置



(7) JP 4073462 B2 2008.4.9

10

20

30

40

50

することが望ましい。ここでいう「先頭」とは、記録データを記録する方向を基準とする
先頭であることが好ましい。またここでいう「先頭部分の近傍」とは、各管理エリアの先
頭部分と同視することができるような領域を示す趣旨であり、より具体的には、当該領域
に最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要な管理情報２１Ａから２１Ｄを記録すれば
、先頭部分に当該管理情報２１Ａから２１Ｄを記録した場合と同等程度に管理情報の読取
処理の効率が向上するような領域を示す趣旨である。これにより、シーケンシャルに管理
エリアを使用することができると共に、各管理情報２１Ａから２１Ｄ（或いは、最新の管
理情報）の読取処理の効率が向上する。しかし、セットアップエリア２４Ａ、２４Ｂ、２
４Ｃの配置は限定されない。また、各管理エリア内において、セットアップエリアの配置
は必ずしも予め決めておく必要はなく、記録処理の都合に応じて即時に決定してもよい。
また、各管理エリア内において、セットアップエリアを、最新の管理情報を組み立てるの
に最小限必要な管理情報２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄごとに分離して配置してもよい
。なお、セットアップエリア２４Ａ、２４Ｂ、２４Ｃの機能については、図６および図７
を用いた後述の説明により明らかになる。
【００３６】
　追記型記録媒体１０は、管理情報の分割記録機能と、管理情報のセットアップ機能とを
有する。
【００３７】
　まず、管理情報の分割記録機能について説明する。管理情報の分割記録機能とは、各管
理情報２１Ａから２１Ｄを１個の管理エリアに分割して（即ち、各管理情報毎に個別的に
）記録する機能である。即ち、各管理情報２１Ａから２１Ｄのうち更新される管理情報の
みを管理エリアに記録する機能であり、全ての管理情報２１Ａから２１Ｄを管理エリアに
記録する必要はない。図２ないし図５は、管理情報の分割記録機能に従って管理情報が分
割記録されていく様子を示している。
【００３８】
　はじめに、ユーザが未記録の記録媒体１０を記録装置に装着し、記録媒体１０をイニシ
ャライズ（フォーマット）すべき旨の指示を入力すると、記録装置により、記録媒体１０
のイニシャライズないしフォーマットが行われる。このとき、複数の管理情報が作成され
る。具体的には、管理情報２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄと、定義情報２２が作成され
る。さらに、管理情報２１Ｄに続けて記録される、指標情報２３が作成される。
【００３９】
　作成された管理情報２１Ａから２１Ｄは、図２に示すように、記録装置により、記録媒
体１０の管理エリア１４Ａの先頭に記録される。そして、ラスト管理情報たる管理情報２
１Ｄに続けて、作成された指標情報２３が記録される。なお、各管理情報２１Ａから２１
Ｄの記録に用いる管理エリア１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃの順番などは限定されない。本実施
形態では、管理情報２１Ａから２１Ｄを、まず、管理エリア１４Ａの先頭から記録し、こ
れがいっぱいになったら、次に管理エリア１４Ｂの先頭から記録し、これがいっぱいにな
ったら、次に管理エリア１４Ｃの先頭から記録するといった方法を採用している。
【００４０】
　次に、ユーザが、記録装置に装着された記録媒体１０に対し記録データの１度目の記録
を行うべく、その旨の指示を入力すると、記録媒体１０に対し記録データの１度目の記録
が開始される。記録データの記録に伴い、ベリファイ処理等が行われる。ベリファイ処理
等の結果、記録データの記録不全（即ち、ディフェクトの発生）が判明したときには、そ
の記録データはスペアエリアに記録される。
【００４１】
　記録データがスペアエリアに記録されたとき、そのときのディフェクト位置を示すディ
フェクト位置情報と、代替記録位置情報とが取得され、これらが記録装置のメモリ内に記
憶されている管理情報２１Ａ（即ち、ディフェクト管理情報２１Ａ）に記録される。これ
により、管理情報２１Ａが更新される。
【００４２】
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　一連の記録データの記録が完了した後、記録装置のメモリに記憶されている更新された
管理情報２１Ａに続けて記録される指標情報２３が作成される。指標情報２３は、最新の
管理情報を組み立てるのに最小限必要な管理情報２１Ａから２１Ｄを特定するための情報
、および定義情報２２を特定するための情報である。
【００４３】
　続いて、図３に示すように、更新された管理情報２１Ａのみが、指標情報２３と共に、
記録媒体１０の管理エリア１４Ａに追記される。管理エリア１４Ａ内において、管理情報
２１Ａは、すでに記録された指標情報２３の隣に連続的に記録される。なお、このとき、
記録装置のメモリに記憶された管理情報２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄおよび定義情報２２につ
いては、記録媒体１０への追記は行われない。
【００４４】
　後日、ユーザが記録媒体１０に対し記録データの２度目の記録を行うべく、記録媒体１
０を記録装置に再び装着すると、記録装置により、準備処理が行われる。準備処理におい
て、記録媒体１０の管理エリア１４Ａに記録された最新の管理情報が読み取られる。現段
階において、記録媒体１０に記録された最新の管理情報は、図３に示すように、管理エリ
ア１４Ａに記録された定義情報２２、管理情報２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄ、およびラスト管
理情報２１Ａによって組み立てられる。なお、図３において、ラスト管理情報２１Ａ、す
なわち、管理エリア１４Ａ内において最後に配置されている管理情報２１Ａは、図３中の
右側に位置する管理情報２１Ａである。
【００４５】
　そこで、最新の管理情報を読み取るために、まず、ラスト管理情報２１Ａに続けて記録
されている指標情報２３が参照され、指標情報２３に基づいて定義情報２２および最新の
管理情報を構成する各管理情報２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄが特定される。即ち、図
３中の矢印が指し示す定義情報２２および各管理情報２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄが
読み取られる。そして、読み取られた定義情報２２、管理情報２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、
２１Ｄにより、最新の管理情報が組み立てられ、記録装置のメモリ内に記憶される。これ
により準備作業が完了する。
【００４６】
　尚、指標情報２３は、指標情報２３が続けて記録されている管理情報を指し示す情報を
有さないように構成してもよい。即ち、図３における場合には、ラスト管理情報２１Ａを
指し示す情報を有さないように構成してもよい。このように構成しても、当該指標情報２
３が続けて記録されている管理情報（例えば、図３のラスト管理情報２１Ａ）は最新の管
理情報を組み立てる管理情報であると判断すれば足りる。そして、この場合の指標情報２
３には、当該指標情報２３が続けて記録される管理情報以外の管理情報のうち最新の管理
情報を組み立てるために必要な管理情報（例えば、図３の管理情報２１Ｂ、２１Ｃ、２１
Ｄ）を指し示す情報を有していれば足りる。
【００４７】
　続いて、ユーザが記録媒体１０に対し記録データの２度目の記録をすべく、その旨の指
示を入力すると、記録媒体１０に対し記録データの記録が２度目の開始される。例えば、
１度目の記録から２度目の記録までの間に記録媒体１０の記録面に指紋等が付着した場合
には、その指紋の付着が記録データの記録不全を生じる可能性がある。ベリファイ処理の
結果、記録データの記録不全が判明したときには、その記録データはスペアエリアに記録
される。
【００４８】
　この結果、１度目の記録の場合と同様に、管理情報２１Ａ（即ち、ディフェクト管理情
報２１Ａ）が更新される。そして、記録装置のメモリに記憶されている更新された管理情
報２１Ａに続けて記録される指標情報２３が作成される。続いて、図４に示すように、更
新された管理情報２１Ａのみが、指標情報２３と共に、記録媒体１０の管理エリア１４Ａ
に追記される。
【００４９】
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　さらに、記録媒体１０に対し記録データの記録が何度も行われ、記録媒体１０上に新た
に形成されたディフェクトにより、記録データがスペアエリアに次々に記録されると、こ
れに伴って、管理情報２１Ａも更新される。また、記録媒体１０に対し記録データの記録
が何度も行われ、記録媒体１０上における記録データの分布の様子が変化した場合には、
これに伴って、管理情報２１Ｂも更新される。この結果、図５に示すように、管理エリア
１４Ａには、数個の管理情報２１Ａ、数個の管理情報２１Ｂ及び数個の指標情報２３が追
記される。もちろん、このとき、他の管理情報２１Ｃ、２１Ｄが更新された場合には、当
該他の管理情報２１Ｃ、２１Ｄも夫々数個記録されている。
【００５０】
　図５において、ラスト管理情報２１Ｂに続けて記録された指標情報２３は、現段階にお
いて、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要な管理情報２１Ａから２１Ｄを特定す
るための情報、および定義情報２２を特定するための情報である。具体的には、図５中の
矢印が指し示す定義情報２２および管理情報２１Ｃ、２１Ｄ、２１Ａ、２１Ｂを特定する
ための情報である。次回、記録媒体１０に対し記録データの記録が行われるときには、そ
の準備処理において、ラスト管理情報２１Ｂに続けて記録された指標情報２３が参照され
、図５中の矢印が指し示す定義情報２２および管理情報２１Ｃ、２１Ｄ、２１Ａ、２１Ｂ
が読み取られ、これらを用いて最新の管理情報が組み立てられる。
【００５１】
　このように、追記型記録媒体１０における管理情報の分割記録機能によれば、更新され
た管理情報のみを管理エリア１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃのいずれかに追記することとしたか
ら、管理エリア１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃのサイズを小さくすることができる。したがって
、データエリア１１のサイズを大きくすることができる。よって、例えばディフェクト管
理により記録データの記録・読取の信頼性を高めながら、或いは他の管理情報を用いて記
録データの適切な管理を行いながら、記録データの記録容量を増加させることができる。
【００５２】
　また、ラスト管理情報に続けて指標情報２３を記録することにより、当該指標情報２３
を例えばＲＦサーチ等により迅速に読み取ることができる。すなわち、個々の管理エリア
内における指標情報２３の記録位置は、当該指標情報２３が記録された部分と、それに続
く未記録の部分との境界を認識することにより容易に検出できる。そして、ラスト管理情
報に続けて記録された指標情報２３が特定できれば、その指標情報２３に基づいて、最新
の管理情報を組み立てるための最小限必要な各管理情報２１Ａから２１Ｄ等を迅速に特定
できる。したがって、最新の管理情報を容易かつ迅速に読み取ることができるのである。
【００５３】
　次に、管理情報のセットアップ機能について説明する。管理情報のセットアップ機能と
は、管理情報２１Ａから２１Ｄの記録に用いる管理エリアが新たな管理エリアに変更され
たときに、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要なすべての管理情報２１Ａ、２１
Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄおよび定義情報２２（更には、指標情報２３）を、新たな管理エリア
のセットアップエリアに記録する機能である。図６および図７は、管理情報のセットアッ
プ機能に従って管理情報が管理エリア１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃに記録されていく様子を示
している。
【００５４】
　記録媒体１０に対し記録データの記録が何度も行われ、各管理情報２１Ａから２１Ｄが
管理エリア１４Ａに次々に記録されると、やがて管理エリア１４Ａがいっぱいになる。本
実施形態では、管理エリア１４Ａがいっぱいになると、管理情報の記録に用いられる管理
エリアは、管理エリア１４Ａから管理エリア１４Ｂに変更される。このとき、図６に示す
ように、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要なすべての管理情報２１Ａ、２１Ｂ
、２１Ｃ、２１Ｄおよび定義情報２２（更には、指標情報２３）が、管理エリア１４Ｂの
セットアップエリア２４Ｂに記録される。最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要な
すべての管理情報２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄおよび定義情報２２は、管理エリア１
４Ａのラスト管理情報に続けて記録された指標情報２３によって特定することができる。
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最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要なすべての管理情報２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ
、２１Ｄおよび定義情報２２等がすでに記録装置のメモリ内に記憶されている場合には、
それらが管理エリア１４Ｂのセットアップエリア２４Ｂに記録される。最新の管理情報を
組み立てるのに最小限必要なすべての管理情報２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄおよび定
義情報２２が記録装置のメモリ内に記憶されていない場合には、記録装置により、指標情
報２３に基づいてこれらの情報が読み取られ、管理エリア１４Ｂのセットアップエリア２
４Ｂに記録される。
【００５５】
　同様に、管理エリア１４Ｂがいっぱいになったときには、図７に示すように、その時点
での最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要なすべての管理情報２１Ａ、２１Ｂ、２
１Ｃ、２１Ｄおよび定義情報２２（更には、指標情報２３）が、次の管理エリア１４Ｃの
セットアップエリア２４Ｃに記録される。
【００５６】
　このように、追記型記録媒体１０における管理情報のセットアップ機能によれば、１個
の管理エリア内に、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要なすべての管理情報２１
Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄおよび定義情報２２（更には。指標情報２３）が記録される
ので、最新の管理情報を迅速に読み取ることができる。すなわち、最新の管理情報を組み
立てるのに必要な各管理情報２１Ａから２１Ｄ等を取得するために、１個の管理エリアを
サーチすれば足り、複数の管理エリアをサーチする必要はない。したがって、ピックアッ
プのシーク時間を短くでき、迅速な読取が可能となる。
【００５７】
　仮に図８に示す比較例に係る追記型記録媒体のように、セットアップエリアを設けてい
なければ、最新の管理情報を組み立てるために最小限必要なすべての管理情報２１Ａ、２
１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄを読み取るために、複数の管理エリアをサーチする必要がある。極
端に言えば、内周側に設けられた管理エリアと外周側に設けられた管理エリアとの双方を
サーチする必要があり、ピックアップのシーク時間が長くなってしまう。しかるに、本実
施形態に係る追記型記録媒体の如き構成を採れば、ピックアップのシーク時間を短くでき
るため、このような問題点を解消することができ、結果として最新の管理情報の迅速な読
取ができるという大きな利点を有している。
【００５８】
　尚、追記型記録媒体１０上に設けられる管理エリアの数をｎ（但し、ｎは２以上の整数
）とすると、セットアップエリアは、少なくともｎ－１個設けられることが好ましい。例
えば、図１に示す追記型記録媒体１０であれば、少なくとも２個のセットアップエリアが
、例えば管理エリア１４Ｂ及び１４Ｃに設けられていれば、上述した各種利益を享受する
ことができる。
【００５９】
　　（追記型記録媒体の実施形態の各種態様）
　本発明の追記型記録媒体の実施形態の各種態様について説明する。本発明の追記型記録
媒体において、管理エリアの配置は限定されない。しかし、管理エリアの配置を以下のよ
うに設定すると、追記型記録媒体と一般の書換型記録媒体との互換性をとることができる
。
【００６０】
　まず、記録媒体上に、データエリアへの記録・読取を制御する情報を記録する制御情報
記録エリアがある場合には、複数の管理エリアのうちの少なくとも１個を、制御情報記録
エリア内に配置してもよい。制御情報記録エリアは、例えばリードインエリアまたはリー
ドアウトエリアである。
【００６１】
　一般の書換型記録媒体には、制御情報記録エリアが設けられており、その中に管理エリ
アが設けられている。したがって、追記型記録媒体の制御情報記録エリアにも管理エリア
を配置すれば、管理エリアの配置について、追記型記録媒体と一般の書換型記録媒体とで
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共通の構造が実現する。したがって、追記型記録媒体と一般の書換型記録媒体との互換性
をとることができる。
【００６２】
　もっとも、追記型記録媒体の場合、管理情報が更新される度に、更新された管理情報を
管理エリアに追記する必要があり、書換型記録媒体のように上書きすることができない。
その結果、追記型記録媒体の管理エリアは、書換型記録媒体の管理エリアよりも、サイズ
が大きくなる。したがって、追記型記録媒体において、すべての管理エリアを制御情報記
録エリアに配置するとすれば、制御情報記録エリアを拡張しなければならない。制御情報
記録エリアを拡張すると、追記型記録媒体と一般の書換型記録媒体との互換性をとること
が困難ないし不可能となってしまう。そこで、管理エリアを複数設け、そのうち１個また
は２個を制御情報記録エリア内に配置するのが望ましい。
【００６３】
　また、複数の管理エリアのうちの少なくとも１個を、制御情報記録エリアとデータエリ
アとの間に配置してもよい。
【００６４】
　上述したように、すべての管理エリアを制御情報記録エリアに配置するとすれば、制御
情報記録エリアを拡張しなければならず、追記型記録媒体と一般の書換型記録媒体との互
換性をとることが困難ないし不可能となる。一方、管理エリアをデータエリア内に配置す
るのは好ましくない。なぜなら、記録データを記録すべき場所に当該記録データとは異な
る種類の情報である管理情報を混入させると、情報管理が複雑になるからである。そこで
、管理エリアを制御情報記録エリアとデータエリアとの間に配置すれば、このような不都
合を解消することができる。例えば、管理エリアを複数設け、そのうちの１個または２個
は制御情報記録エリア内に配置し、残りの管理エリアを制御情報記録エリアとデータエリ
アとの間に記録することが望ましい。
【００６５】
　　（記録装置の実施形態）
　本発明の記録装置の実施形態について説明する。図９は本発明の記録装置の実施形態を
示している。図９に示す記録装置５０は、記録データを１度のみ記録可能であって、(i)
記録データを記録するデータエリアと、(ii)記録データを管理するための複数の管理情報
及び複数の管理情報のうち最新の管理情報を指し示すための指標情報の夫々を記録するた
めの複数の管理エリアとを備える追記型記録媒体に記録データを記録する装置である。例
えば、記録装置５０は上述した追記型記録媒体１０に記録データを記録する装置として好
適である。
【００６６】
　記録装置５０は、図９に示すように、第１の記録手段５１、更新手段５２、検出手段５
３、第２の記録手段５４および第３の記録手段５５を備えている。
【００６７】
　第１の記録手段５１は、記録データをデータエリアに記録する手段である。第１の記録
手段５１は、例えば記録媒体が光ディスクである場合には、光ピックアップとそれを制御
するためのコントローラ等によって実現することができる。なお、第１の記録手段の具体
的なハードウェア構造は、記録媒体が採用する記録方式（光、磁気、光磁気、相変化、誘
電体の分極方向または近接場光など）に応じて適宜選択することができ、例えば、磁気ヘ
ッドまたはプローブでもよい。
【００６８】
　更新手段５２は、複数の管理情報のうち少なくとも１個を更新する手段である。例えば
検出されたディフェクトが存在する位置、および当該ディフェクトが存在する場所に記録
すべきであった記録データを記録したスペアエリア内の位置を示す情報（例えばアドレス
情報）をディフェクトリストに記録することにより、ディフェクト管理情報を更新する手
段である。その他の管理情報（例えば、スペースビットマップ情報やシーケンシャル記録
管理情報等）についても、同様に更新することが可能である。
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【００６９】
　検出手段５３は、複数の管理エリアのうち一の管理エリア（具体的には、現時点で管理
情報を記録するために使用されている一の管理エリア）に、更新手段により更新される少
なくとも１個の管理情報及び指標情報を記録するのに必要な空き領域があるか否かを検出
する手段である。
【００７０】
　第２の記録手段５４は、更新手段５２により更新された管理情報を、複数の管理エリア
のうち一の管理エリアに記録する手段である。特に、検出手段５３により空き領域がある
と検出された場合に、更新される少なくとも１個の管理情報を一の管理エリアに記録する
手段である。
【００７１】
　第３の記録手段５５は、最新の管理情報及び当該最新の管理情報（具体的には、複数の
管理情報のうち最新の管理情報を組み立てるために最小限必要なすべての管理情報の夫々
）を指し示す指標情報を複数の管理エリアのうち他の管理エリアに記録する手段である。
特に、検出手段５３により空き領域がないと検出された場合に、更新される少なくとも１
個の管理情報を含む最新の管理情報及び指標情報を一の管理エリアとは異なる他の管理エ
リア（具体的には、一の管理エリアの次に使用される他の管理エリア）に記録する手段で
ある。
【００７２】
　なお、第１ないし第３の記録手段５１、５４、５５を構成するハードウェアは、それぞ
れ別個に複数セット設けてもよいが、通常は１セットあれば足りる。例えば、１個の光ピ
ックアップとコントローラを設け、コントローラを制御するためのソフトウェアを各記録
手段に対応して３通り設ければよい。
【００７３】
　以下、記録装置５０の動作について説明する。追記型記録媒体に記録データを記録する
とき、ユーザはこの記録媒体を記録装置５０に装着する。記録媒体の管理エリアに管理情
報が記録されているときには、記録装置５０はこれを読み取る。このとき、読み取られた
管理情報を例えばメモリ等に保持するように構成してもよい。また、記録媒体がイニシャ
ライズまたはフォーマットされていないときには、記録装置５０は記録媒体をイニシャラ
イズまたはフォーマットし、そのときに管理情報を作成し、これを記録媒体の管理エリア
に記録する。このときも、この作成された管理情報を例えばメモリ等に保持するように構
成してもよい。
【００７４】
　続いて、第１の記録手段５１は、記録データを記録媒体のデータエリアに記録する。記
録データの記録の際にはベリファイが行われる。続いて、更新手段５２は、必要に応じて
、複数の管理情報のうち少なくとも１個の管理情報を更新する。例えば、記録媒体上にお
いてディフェクトを検出した場合には、当該ディフェクトが存在する位置、および当該デ
ィフェクトが存在する場所に記録すべきであった記録データを記録したスペアエリア内の
位置を示す情報を作成し、これにより、管理情報（具体的には、上述のディフェクト管理
情報２１Ａ）を更新する。或いは、例えば記録媒体に対し記録データの記録が何度も行わ
れ、記録媒体上における記録データの分布の様子が変化した場合には、これに伴って、管
理情報（具体的には、上述のスペースビットマップ情報２１Ｂ）が更新される。その他の
管理情報についても同様に、必要に応じて適宜更新される。
【００７５】
　ここで、記録媒体に対し記録データの記録が何度も行われ、管理情報が１個の管理エリ
アに次々に記録され、やがて、その管理エリアがいっぱいになると、管理情報を記録する
のに用いる管理エリアを変更しなければならない。この管理エリアを変更するか否かを判
断するために、例えば第１の記録手段５１による記録データの記録が終了したとき等に、
検出手段５３は、更新手段５２により更新された少なくとも１個の管理情報及び指標情報
を記録するための空き領域が一の管理エリアにあるか否かを検出する。言い換えれば、当
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該少なくとも１個の管理情報を記録することで、最新の管理情報及び当該最新の管理情報
を指し示す指標情報（更には、上述の定義情報）を含む管理情報ブロックが２以上の複数
の管理エリアに跨って記録されることになるか否かが検出される。
【００７６】
　この検出手段５３による検出結果に基づき、空き領域がある（即ち、管理情報ブロック
が２以上の複数の管理エリアに跨って記録されない）と判定されたとき、第２の記録手段
５４は、更新手段５２により更新された少なくとも１個の管理情報を一の管理エリアに記
録する。
【００７７】
　他方、空き領域がない（即ち、最新の管理情報ブロックが２以上の複数の管理エリアに
跨って記録される）と判定されたとき、第３の記録手段５５は、最新の管理情報を組み立
てるのに最小限必要なすべての管理情報及び当該最新の管理情報を指し示す指標情報を含
む管理情報ブロックを次の新しい管理エリア（即ち、他の管理エリア）に記録する。
【００７８】
　以上より、記録装置５０によれば、更新された管理情報のみを選択し、これを管理エリ
アに記録する構成としたから、管理エリアに記録する情報量を小さくすることができる。
これにより、記録媒体に管理エリアを広く設ける必要がなくなり、上述したように、記録
データの記録容量を増加させることができる。
【００７９】
　また、管理情報を記録するのに用いる管理エリアを変更するときには、最新の管理情報
を組み立てるのに最小限必要なすべての管理情報を、次に用いる管理エリアに記録する構
成としたから、使用中の１個の管理エリアの中には、常に、最新の管理情報を組み立てる
のに最小限必要なすべての管理情報が存在する。言い換えれば、複数の管理エリアに跨っ
て最新の管理情報が記録される状態を回避することが可能となる。したがって、使用中の
当該１個の管理エリアの中だけをサーチすれば、最新の管理情報を組み立てるのに最小限
必要な管理情報を読み取ることができる。よって、最新の管理情報を迅速に取得すること
ができる。
【００８０】
　　（記録装置の実施形態の各種態様）
　本発明の記録装置の実施形態の各種態様について説明する。図１０は本発明の記録装置
の実施形態の各種態様を示している。
【００８１】
　図１０に示す記録装置６０のように、記録装置５０の各構成要素に加え、取得手段６１
をさらに追加してもよい。取得手段６１は、複数の管理エリアのいずれかに記録された複
数の管理情報の中から、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要なすべての管理情報
を指標情報に基づいて特定し、これら特定された複数の管理情報を読み取り、これら読み
取った複数の管理情報を結合して、最新の管理情報を取得する手段である。
【００８２】
　取得手段６１によれば、例えば図５に示すように、各管理情報の更新が数度行われたこ
とによって管理エリア内に、最新の管理情報を構成するのに必要のない管理情報が存在し
ている場合でも、最新の管理情報を構成するのに必要な管理情報を確実に選択することが
でき、選択した管理情報を結合して最新の管理情報を組み立てることが可能となる。
【００８３】
　　（再生装置の実施形態）
　本発明の再生装置の実施形態について説明する。図１１は本発明の再生装置の実施形態
を示している。図１１に示す再生装置７０は、記録データを１度のみ記録可能であって、
(i)記録データを記録するデータエリアと、(ii)記録データを管理するための複数の管理
情報及び複数の管理情報のうち最新の管理情報を指し示すための指標情報の夫々を記録す
るための複数の管理エリアとを備える追記型記録媒体に記録された記録データを再生する
装置である。例えば、再生装置７０は、上述した追記型記録媒体１０に記録された記録デ
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ータを再生する装置である。
【００８４】
　再生装置７０は、図１１に示すように、取得手段７１および再生手段７２を備えている
。
【００８５】
　取得手段７１は、複数の管理エリアのいずれかに記録された複数の管理情報（即ち、上
述の複数の管理情報２１Ａから２１Ｄ）の中から、最新の管理情報を組み立てるのに最小
限必要なすべての管理情報を指標情報に基づいて特定し、これら特定された複数の管理情
報を読み取り、これら読み取った複数の管理情報を結合して、最新の管理情報を組み立て
る手段であり、上述した記録装置６０における取得手段６１と実質的に同じである。
【００８６】
　再生手段７２は、取得手段７１により組み立てられた最新の管理情報に基づいて、デー
タエリアに記録された記録データを再生する手段である。再生手段７２は、例えば記録デ
ータが画像データの場合には、画像データを、ディスプレイで再生できるような画像信号
に変換するデコーダ等を備えている。
【００８７】
　以上より、再生装置７０によれば、記録媒体の管理エリアに記録された複数の管理情報
の中から、最新の管理情報を組み立てるのに必要な管理情報を読み取り、読み取った管理
情報を用いて最新の管理情報を組み立てることができる。そして、最新の管理情報に基づ
いて例えばディフェクト管理等の各種データ管理を行いつつ、記録データの再生を行うこ
とができる。したがって、記録データの再生の信頼性を高めることができる。
【００８８】
　なお、以上のような実施形態は、専用の装置としてハードウェアと一体的に構成する形
態で実現してもよいし、コンピュータにプログラムを読み込ませることによって実現して
もよい。
【００８９】
　　（記録方法の実施形態）
　本発明の記録方法の実施形態について説明する。この記録方法は、記録データを１度の
み記録可能であって、(i)記録データを記録するデータエリアと、(ii)記録データを管理
するための複数の管理情報及び複数の管理情報のうち最新の管理情報を指し示すための指
標情報の夫々を記録するための複数の管理エリアとを備える追記型記録媒体に記録データ
を記録する方法である。
【００９０】
　この記録方法は、記録データをデータエリアに記録する第１の記録工程と、複数の管理
情報のうち少なくとも１個の管理情報を更新する更新工程と、複数の管理エリアのうち一
の管理エリアに、更新される少なくとも１個の管理情報を記録するのに必要な空き領域が
あるか否かを検出する検出工程と、検出工程における検出結果に基づき、空き領域がある
とき、更新される少なくとも１個の管理情報を一の管理エリアに記録する第２の記録工程
と、検出工程における検出結果に基づき、空き領域がないとき、管理情報ブロックを複数
の管理エリアのうち他の管理エリアに記録する第３の記録工程とを備えている。
【００９１】
　この記録方法によれば、更新された管理情報のみを管理エリアに追記する構成としたか
ら、管理エリアに記録する情報量を小さくすることができる。したがって、記録媒体に管
理エリアを広く設ける必要がなくなり、上述したように、記録データの記録容量を増加さ
せることができる。
【００９２】
　また、この記録方法によれば、一の管理エリアに空き領域がないときには、次に使用す
る管理エリア（即ち、他の管理エリア）に、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要
なすべての管理情報及び該最新の管理情報を指し示す指標情報を含む管理情報ブロックを
記録する構成としたから、次に管理情報を読み取るときには、当該１個の管理エリアの中
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だけをサーチすれば、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要な管理情報を読み取る
ことが可能となり、最新の管理情報を迅速に取得することが可能となる。
【００９３】
　　（再生方法の実施形態）
　本発明の再生方法の実施形態について説明する。この再生方法は、記録データを１度の
み記録可能であって、(i)記録データを記録するデータエリアと、(ii)記録データを管理
するための複数の管理情報及び複数の管理情報のうち最新の管理情報を指し示すための指
標情報の夫々を記録するための複数の管理エリアとを備える追記型記録媒体に記録された
記録データを再生する方法である。
【００９４】
　この再生方法は、複数の管理エリアのいずれかに記録された複数の管理情報の中から、
最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要なすべての管理情報を指標情報に基づいて特
定し、これら特定された複数の管理情報を読み取り、これら読み取った複数の管理情報を
結合して、最新の管理情報を取得する取得工程と、取得工程において組み立てられた最新
の管理情報に基づいて、データエリアに記録された前記記録データを再生する再生工程と
を備えている。
【００９５】
　この再生方法によれば、記録媒体の管理エリアに記録された複数の管理情報の中から、
最新の管理情報を組み立てるのに必要な管理情報を読み取り、読み取った管理情報を用い
て最新の管理情報を組み立てることができる。そして、最新の管理情報に基づいてディフ
ェクト管理等の各種データ管理を行いつつ、記録データの再生を行うことができる。した
がって、記録データの再生の信頼性を高めることができる。
【００９６】
　　（実施例）
　　（追記型記録媒体の第１実施例）
　本発明の追記型記録媒体の第１実施例について説明する。第１実施例は、本発明の追記
型記録媒体を１層の追記型光ディスクに適用した例である。図１２は当該追記型光ディス
ク１００の記録構造を示している。図１２中の上段左側が光ディスク１００の内周側であ
り、下段右側が光ディスク１００の外周側である。
【００９７】
　光ディスク１００は、図１２に示すように、ユーザデータエリア１０１、リードインエ
リア１０４、リードアウトエリア１０５および管理エリア１０７Ａ、１０７Ｂ、１０７Ｃ
を備えている。
【００９８】
　ユーザデータエリア１０１は、記録データを記録するための主たるエリアである。ユー
ザデータエリア１０１によりデータゾーン１０８が形成される。
【００９９】
　リードインエリア１０４およびリードアウトエリア１０５は、制御情報を記録するため
のエリアである。リードインエリア１０４は光ディスク１００の最内周側に配置されてい
る。リードアウトエリア１０５は光ディスク１００の最外周側に配置されている。
【０１００】
　管理エリア１０７Ａ、１０７Ｂ、１０７Ｃは、後述する各種管理情報を記録するための
エリアである。管理エリアは、光ディスク１００上に３個存在する。第１の管理エリア１
０７Ａは、リードインエリア１０４内に配置されている。第２の管理エリア１０７Ｂは、
リードインエリア１０４とデータゾーン１０８との間に配置されている。第３の管理エリ
ア１０７Ｃは、データゾーン１０８とリードアウトエリア１０５との間に配置されている
。
【０１０１】
　管理エリア１０７Ａ、１０７Ｂ、１０７Ｃのそれぞれには、セットアップエリア１０９
Ａ、１０９Ｂ、１０９Ｃが用意されている。管理情報を記録するために管理エリア１０７
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Ａの使用が開始されるときには、その時点で最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要
なすべての管理情報および設定情報（更には、指標情報）がセットアップエリア１０９Ａ
に記録される。管理情報を記録するために管理エリア１０７Ｂの使用が開始されるときに
は、その時点で最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要なすべての管理情報および設
定情報（更には、指標情報）がセットアップエリア１０９Ｂに記録される。管理情報を記
録するために管理エリア１０７Ｃの使用が開始されるときには、その時点で最新の管理情
報を組み立てるのに最小限必要なすべての管理情報および設定情報（更には、指標情報）
がセットアップエリア１０９Ｃに記録される。
【０１０２】
　以上より、光ディスク１００によれば、管理エリア１０７Ｂをリードインエリア１０４
とデータゾーン１０８との間に配置し、管理エリア１０７Ｃをデータゾーン１０８とリー
ドアウトエリア１０５との間に配置したことにより、光ディスク１００と一般の書換型光
ディスクとの間の互換性をとりつつ、比較的大きなサイズの管理エリアを設けることがで
きる。これにより、管理情報の更新可能回数を増加させることができる。もちろん、上述
のように配置しなくとも、本実施例において説明する各種利益を享受することはできる。
【０１０３】
　また、管理エリアを、３個の管理エリア１０７Ａ、１０７Ｂ、１０７Ｃに分割し、これ
らを光ディスク１００上に分散させて配置したことにより、光ディスクに関する既存の記
録構造を大きく変更せずに、比較的大きなサイズを有する管理エリアを設けることができ
る。これにより、管理情報の更新可能回数を増加させることができる。
【０１０４】
　さらに、管理エリア１０７Ａ、１０７Ｂ、１０７Ｃのそれぞれには、セットアップエリ
ア１０９Ａ、１０９Ｂ、１０９Ｃを用意し、管理エリア１０７Ａ、１０７Ｂ、１０７Ｃの
それぞれの使用が開始されるときには、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要なす
べての管理情報および設定情報（更には、指標情報）をセットアップエリア１０９Ａ、１
０９Ｂ、１０９Ｃに記録することにより、光ディスク１００から最新の管理情報および設
定情報を迅速に読み取ることが可能となる。
【０１０５】
　　（追記型記録媒体の第２実施例）
　本発明の追記型記録媒体の第２実施例について説明する。第２実施例は、本発明の追記
型記録媒体を２層の追記型光ディスクに適用した例である。図１３は当該追記型光ディス
ク１２０の記録構造を示している。図１３中の左側が光ディスク１２０の内周側であり、
右側が光ディスク１２０の外周側である。
【０１０６】
　図１３に示すように、光ディスク１２０の第１層には、ユーザデータエリア１２１、リ
ードインエリア１２４、リードアウトエリア１２５および管理エリア１２７Ａ、１２７Ｂ
が設けられている。ユーザデータエリア１２１によりデータゾーン１２８が形成される。
光ディスク１２０の第２層には、ユーザデータエリア１３１および管理エリア１３７Ａ、
１３７Ｂ、１３７Ｃが設けられている。ユーザデータエリア１３１によりデータゾーン１
３８が形成される。また、図示していないが光ディスク１００と同様に、各管理エリア内
にはセットアップエリアが用意されている。
【０１０７】
　このような構成を有する光ディスク１２０によっても、光ディスク１００と同様の作用
効果を得ることができる。
【０１０８】
　特に２層以上の複数の記録層を有する光ディスクにおいては、複数の管理エリアに跨っ
て最新の管理情報が記録されると、当該最新の管理情報を読み取るために、読み取りの対
象となる記録層を切り替える必要（即ち、層間ジャンプ処理を行う必要）があり、１層の
記録層を有する光ディスク以上に最新の管理情報の読取に手間がかかる。従って、本実施
例に係る光ディスクの如き構成を採れば、２層以上の複数の記録層を有する光ディスクで
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あっても、最新の管理情報を迅速に読み取ることが可能という大きな利点を有する。
【０１０９】
　　（管理情報の実施例）
　本発明の追記型記録媒体における管理エリアに記録される複数種類の管理情報（或いは
、各種類の管理情報中における最新の管理情報を指し示す指標情報や設定情報）の実施例
について説明する。図１４は光ディスク１００用の管理情報を示している。
【０１１０】
　図１４に示すように、管理エリアに記録される情報としては、設定情報１４１、複数種
類の個別的な管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ及び最新の管理情報を指し示す指標情報１
４３（例えば、ＴＤＤＳ：Temporary Disc Definition Structure）が含まれている。個
別的な管理情報として具体的には、ディフェクト管理情報（ＴＤＦＬ：Temporary Defect
 List）１４２Ａ（以降、適宜“管理情報１４２Ａ”と称する）、スペースビットマップ
情報（ＳＢＭ：Space Bit Map information）１４２Ｂ（以降、適宜“管理情報１４２Ｂ
”と称する）、及びシーケンシャル記録管理情報（ＳＲＲＩ：Sequential Recording Ran
ge Information）１４２Ｃ（以降、適宜“管理情報１４２Ｃ”と称する）が含まれている
。もちろんその他の情報が個別的な管理情報として含まれていてもよい。設定情報１４１
には、ユーザデータエリア１０１の開始アドレス、ユーザデータエリア１０１の終了アド
レスが含まれている。或いはディフェクト管理に用いられるスペアエリアサイズおよびそ
の他の情報が含まれていてもよい。
【０１１１】
　光ディスク１００上のユーザデータエリア１０１の位置およびサイズは設定情報１４１
に基づいて決まる。そして、設定情報１４１は、光ディスク１００のイニシャライズ時に
、記録再生装置によって生成され、光ディスク１００に記録されてもよい。したがって、
データゾーン１０８の位置およびサイズは、記録再生装置によって任意に設定することが
できる。例えば、ユーザデータエリア１０１の開始アドレス等を調整すれば、リードイン
エリア１０４とデータゾーン１０８との間にエリアを形成することができ、そのエリアを
管理エリア１０７Ｂとして用いることができる。
【０１１２】
　ディフェクト管理情報１４２Ａには、図１５に示すように、ユーザデータエリア１０１
内におけるディフェクトが存在する位置を示すアドレス（以下、これを「ディフェクトア
ドレス」と呼ぶ。）と、そのディフェクトが存在する場所に記録すべき記録データまたは
その場所に記録された記録データのスペアエリア内における記録位置を示すアドレス（以
下、これを「代替記録アドレス」と呼ぶ。）と、その他の情報とが記録される。
【０１１３】
　スペースビットマップ情報１４２Ｂには、光ディスク１００上における記録データの分
布の様子を示す情報が記録される。
【０１１４】
　シーケンシャル記録管理情報１４２Ｃには、光ディスク１００上に設けられる記録トラ
ック（例えば、グルーブトラックやランドトラック等）上における記録データのシーケン
シャルな分布の様子を、当該記録トラック単位で示す情報が記録される。即ち、シーケン
シャル記録管理情報１４２Ｃは、主として記録トラックの管理のために用いられる。
【０１１５】
　尚、各管理情報１４２Ａないし１４２Ｃには、自らを特定するための識別子が例えばヘ
ッダとして付されていてもよい。
【０１１６】
　指標情報１４３には、各管理情報１４２Ａないし１４２Ｃの識別子の内容を示す情報が
含まれている。また、指標情報１４３には、設定情報１４１を特定するための情報（例え
ば、識別子やアドレス値等）が含まれている。この指標情報１４３は、光ディスク１００
のイニシャライズ時に作成された管理情報のうちラスト管理情報に相当する管理情報（図
１４では、管理情報１４２Ｃ）に続けて記録されるほか、その後、更新された管理情報に
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も続けて記録される（図３ないし図５参照）。
【０１１７】
　これらの管理情報の更新記録について、具体的に図１６参照しながら説明する。
【０１１８】
　図１６（ａ）に示すように、例えば光ディスク１００のイニシャライズ時等に作成され
た各管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ、設定情報１４１及び指標情報１４３が、一の管理
エリア（例えば、管理エリア１０７Ａ）に記録される。
【０１１９】
　続いて、光ディスク１００上にディフェクトが発生することによって、管理情報１４２
Ａが更新された場合には、図１６（ｂ）に示すように、当該更新された管理情報１４２Ａ
と最新の管理情報を指し示す新たな指標情報（ＴＤＤＳ）１４３が一の管理エリアに記録
される。
【０１２０】
　更に、光ディスク１００上に新たなディフェクトが発生することによって、管理情報１
４２Ａが更新された場合には、図１６（ｃ）に示すように、当該更新された管理情報１４
２Ａと最新の管理情報を指し示す新たな指標情報１４３が一の管理エリアに記録される。
【０１２１】
　続いて、記録トラック上における記録データの分布の様子が変化することによって、管
理情報１４２Ｃが更新された場合には、図１６（ｄ）に示すように、当該更新された管理
情報１４２Ｃと最新の管理情報を指し示す新たな指標情報１４３が一の管理エリアに記録
される。
【０１２２】
　この動作（即ち、管理情報の分割記録動作）が繰り返され、一の管理エリアにおいて、
更新された管理情報を記録するための空き領域がなくなったときには、最新の管理情報を
組み立てるために最小限必要な管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ、設定情報１４１及び最
新の管理情報を組み立てるために最小限必要な管理情報１４２Ａないし１４２Ｃを特定す
る指標情報１４３が他の管理エリア（例えば、管理エリア１０７Ｂ）のセットアップエリ
アに記録される。即ち、管理情報のセットアップ動作が行なわれる。その後は、上に述べ
た分割記録動作が繰り返される。
【０１２３】
　尚、これらの管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ、設定情報１４１及び指標情報１４３の
夫々は、例えば夫々の情報量が少なければ１つのＥＣＣクラスタに複数記録してもよいし
、或いは夫々の情報量が多ければ数ＥＣＣクラスタに跨って記録してもよい。
【０１２４】
　以上より、本実施例に係る光ディスクによれば、管理情報１４２Ａないし１４２Ｃをそ
れぞれ個別に更新記録することが可能となる。即ち、管理情報のうち管理情報１４２Ａの
みが更新された場合には、当該管理情報１４２Ａのみをいずれかの管理エリアに記録すれ
ばよく、更新されていない管理情報１４２Ｂや１４２Ｃをいずれかの管理エリアに改めて
記録する必要がない。これにより、管理エリア１０７Ａ、１０７Ｂ、１０７Ｃに記録する
情報量を少なくでき、管理エリア１０７Ａ、１０７Ｂ、１０７Ｃのサイズを小さくするこ
とができる。
【０１２５】
　また、ラスト管理情報に続けて指標情報１４３を記録することにより、指標情報１４３
に基づいて、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要なすべての個別的な管理情報１
４２Ａないし１４２Ｃを迅速に特定し、読み取ることが可能となる。
【０１２６】
　　（記録装置・再生装置の実施例）
　本発明の記録装置および再生装置の実施例について説明する。図１７は本発明の記録装
置および再生装置の実施例を示している。図１７に示す記録再生装置２００は、光ディス
ク１００に記録データを記録する記録装置としての機能と、光ディスク１００に記録され
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た記録データを再生する再生装置としての機能とを備えている。
【０１２７】
　まず、記録再生装置２００の構成について説明する。記録再生装置２００は、図１７に
示すように、ディスクドライブ３００と、バックエンド４００とを備えている。
【０１２８】
　図１８はディスクドライブ３００の内部構成を示している。ディスクドライブ３００は
、光ディスク１００に情報を記録すると共に、光ディスク１００に記録された情報を読み
取る装置である。
【０１２９】
　ディスクドライブ３００は、図１８に示すように、スピンドルモータ３５１、光ピック
アップ３５２、ＲＦアンプ３５３およびサーボ回路３５４を備えている。
【０１３０】
　スピンドルモータ３５１は光ディスク１００を回転させるモータである。
【０１３１】
　光ピックアップ３５２は、光ディスク１００の記録面に対して光ビームを照射すること
によって記録データ等を記録面上に記録すると共に、光ビームの反射光を受け取ることに
よって記録面上に記録された記録データ等を読み取る装置である。光ピックアップ３５２
は、光ビームの反射光に対応するＲＦ信号を出力する。
【０１３２】
　ＲＦアンプ３５３は、光ピックアップ３５２から出力されたＲＦ信号を増幅して、その
ＲＦ信号を変調復調部３５５に出力する。さらに、ＲＦアンプ３５３は、ＲＦ信号から、
ウォブル周波数信号ＷＦ、トラックエラー信号ＴＥおよびフォーカスエラー信号ＦＥを作
り出し、これらを出力する。
【０１３３】
　サーボ回路３５４は、トラックエラー信号ＴＥ、フォーカスエラー信号ＦＥその他のサ
ーボ制御信号に基づいて光ピックアップ３５２およびスピンドルモータ３５１の駆動を制
御するサーボ制御回路である。
【０１３４】
　さらに、ディスクドライブ３００は、図１８に示すように、変調復調部３５５、バッフ
ァ３５６、インターフェース３５７および光ビーム駆動部３５８を備えている。
【０１３５】
　変調復調部３５５は、読取時において記録データに対してエラー訂正を行う機能と、記
録時において記録データにエラー訂正符号を付加してこれを変調する機能とを備えた回路
である。具体的には、変調復調部３５５は、読取時においては、ＲＦアンプ３５３から出
力されるＲＦ信号を復調し、これに対してエラー訂正を行った後、これをバッファ３５６
に出力する。さらに、変調復調部３５５は、復調されたＲＦ信号に対してエラー訂正を行
った結果、エラー訂正が不能であるときには、その旨を示すエラー訂正不能信号を生成し
、これをディフェクト検出部３５９に出力する。また、変調復調部３５５は、記録時にお
いては、バッファ３５６から出力される記録データにエラー訂正符号を付加した後、これ
を、光ディスク１００の光学的特性等に適合する符号となるように変調し、変調された記
録データを光ビーム駆動部３５８に出力する。
【０１３６】
　バッファ３５６は、記録データを一時的に蓄える記憶回路である。
【０１３７】
　インターフェース３５７は、ディスクドライブ３００とバックエンド４００との間の記
録データ等の入出力制御ないし通信制御を行う回路である。具体的には、インターフェー
ス３５７は、再生時においては、バックエンド４００からの要求命令に応じて、バッファ
３５６から出力される記録データ（すなわち光ディスク１００から読み取られた記録デー
タ）をバックエンド４００へ出力する。また、インターフェース３５７は、記録時におい
ては、バックエンド４００からディスクドライブ３００に入力される記録データを受け取
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り、これをバッファ３５６に出力する。さらに、インターフェース３５７は、バックエン
ド４００からの要求命令に応じて、管理情報作成部３６０に保持されている各管理情報１
４２Ａないし１４２Ｃ等（即ち、各管理情報１４２Ａないし１４２Ｃや設定情報１４１や
指標情報１４３等）の全部または一部をバックエンド４００に出力する。
【０１３８】
　光ビーム駆動部３５８は、記録時において、変調復調部３５５から出力された記録デー
タ等に対応する光ビーム駆動信号を生成し、これを光ピックアップ３５２に出力する。光
ピックアップ３５２は、光ビーム駆動信号に基づいて光ビームを変調し、光ディスク１０
０の記録面に照射する。これにより、記録データ等が記録面上に記録される。
【０１３９】
　さらに、ディスクドライブ３００は、図１８に示すように、ディフェクト検出部３５９
および管理情報作成部３６０を備えている。
【０１４０】
　ディフェクト検出部３５９は、光ディスク１００のディフェクトを検出する回路である
。そして、ディフェクト検出部３５９は、ディフェクトの存否を示すディフェクト検出信
号を生成し、これを出力する。ディフェクト検出部３５９は、情報の読取時（ベリファイ
時または再生時）における記録データのエラー訂正の結果に基づいて、ディフェクト検出
を行う。上述したように、変調復調部３５５は、復調されたＲＦ信号に対してエラー訂正
を行った結果、エラー訂正が不能であるときには、その旨を実質的に示すエラー訂正不能
信号を生成し、これをディフェクト検出部３５９に出力する。ディフェクト検出部３５９
は、このエラー訂正不能信号を受け取ったときに、ディフェクトが存在していることを示
すディフェクト検出信号を出力する。
【０１４１】
　管理情報作成部３６０は、上述した各種管理情報１４２Ａから１４２Ｃ等を作成し、ま
たは更新する回路である。例えば、ディフェクト検出部３５９から出力されたディフェク
ト検出信号に基づいて、管理情報１４２Ａ（即ち、ディフェクト管理情報１４２Ａ）を作
成し、または更新可能に構成されており、或いは後述のＣＰＵ３６１の制御の下に、管理
情報１４２Ｂ（即ち、スペースビットマップ情報１４２Ｂ）や管理情報１４２Ｃ（即ち、
シーケンシャル記録管理情報１４２Ｃ）を作成し、または更新可能に構成されている。更
に、管理情報作成部２６０は、上述した設定情報１４１や指標情報１４３等を作成可能に
構成されていることが好ましい。管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ等は、管理情報作成部
３６０内に設けられた記憶回路に書換可能な状態で記憶される。さらに、管理情報作成部
３６０は、バックエンド４００からの要求命令に応じて、管理情報１４２Ａないし１４２
Ｃ等をインタ－フェース３５７を介してバックエンド４００に出力する。
【０１４２】
　さらに、図１８に示すように、ディスクドライブ３００はＣＰＵ３６１を有している。
ＣＰＵ３６１は、ディスクドライブ３００の全体的な制御および上述したディスクドライ
ブ３００内の各要素間の情報のやり取りを制御する。さらに、ＣＰＵ３６１は、記録デー
タおよび各管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ等の記録動作および読取動作を制御する。さ
らに、ＣＰＵ３６１は、バックエンド４００から送られる制御命令ないし要求命令に応じ
て、ディスクドライブ３００とバックエンド４００との間のデータのやり取りを制御する
。
【０１４３】
　次に、図１９はバックエンド４００の内部構成を示している。バックエンド４００は、
ディスクドライブ３００によって光ディスク１００から読み取られた記録データに対して
再生処理を行うと共に、光ディスク１００に記録する目的で外部から供給された記録デー
タを受け取り、これを圧縮（エンコード）してディスクドライブ３００に送り出す装置で
ある。
【０１４４】
　バックエンド４００は、ドライブ制御部４７１、ビデオデコーダ４７２、オーディオデ
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コーダ４７３、ビデオエンコーダ４７４、オーディオエンコーダ４７５、システム制御部
４７６および管理情報管理部４７７を備えている。
【０１４５】
　ドライブ制御部４７１は、ディスクドライブ３００の読取処理および記録処理を制御す
る回路である。記録データを光ディスク１００から読み取ってそれを再生する作業、およ
び記録データを外部から受け取ってそれを光ディスク１００に記録する作業は、バックエ
ンド４００とディスクドライブ３００とが協働して行う。ドライブ制御部４７１は、ディ
スクドライブ３００の読取処理および記録処理を制御することにより、バックエンド４０
０とディスクドライブ３００との協働を実現する。具体的には、ドライブ制御部４７１は
、ディスクドライブ３００に対して、読取、記録、バッファ３５６から記録データの出力
、各管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ等の出力などに関する要求命令を出力する。さらに
、ドライブ制御部３７１は、記録データおよび各管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ等その
他各種情報の入力・出力を制御する入出力制御を行う。
【０１４６】
　ビデオデコーダ４７２およびオーディオデコーダ４７３は、それぞれ、ディスクドライ
ブ３００により光ディスク１００から読み取られ、ドライブ制御部４７１を介して供給さ
れた記録データを復調し、記録データをディスプレイ、スピーカなどにより再生可能な状
態に変換する回路である。
【０１４７】
　ビデオエンコーダ４７４およびオーディオエンコーダ４７５は、それぞれ、光ディスク
１００に記録する目的で外部から入力された映像信号、音声信号等を受け取り、これを例
えばＭＰＥＧ圧縮方式等により圧縮し、これを、ドライブ制御部４７１を介してディスク
ドライブ３００に供給する回路である。
【０１４８】
　システム制御部４７６は、再生時には、ドライブ制御部４７１、ビデオデコーダ４７２
、オーディオデコーダ４７３、管理情報管理部４７７を制御し、これらと協働して記録デ
ータの再生処理を行う回路である。また、記録時には、システム制御部４７６は、ドライ
ブ制御部４７１、ビデオエンコーダ４７４、オーディオエンコーダ４７５、管理情報管理
部４７７を制御し、これらと協働して記録データの記録処理を行う。また、システム制御
部４７６は、再生時および記録時において、ディスクドライブ３００とバックエンド４０
０との協働を実現するために、ドライブ制御４７１と共に、ディスクドライブ３００に対
する制御（例えば各種要求命令の生成・送信、応答信号の受信など）を行う。
【０１４９】
　管理情報管理部４７７は、その内部に記憶回路を有しており、ディスクドライブ３００
の管理情報作成部３６０により作成・更新された管理情報１４２Ａから１４２Ｃ等の全部
または一部を受け取り、これを保持する機能を備えている。そして、管理情報管理部４７
７はシステム制御部４７６と共に、ディフェクト管理を行ったり、或いはその他の各種デ
ータ管理を行う。
【０１５０】
　次に、記録再生装置２００における初期設定処理について説明する。図２０は記録再生
装置２００の初期設定処理を示している。記録再生装置２００は、光ディスク１００がド
ライブユニット３００に装着されてから、記録データの記録または再生を行うまでの間（
記録・再生の準備段階）において、初期設定処理を行う。初期設定処理は、記録データの
記録または再生の準備をするための処理であり、様々な処理を含んでいるが、以下、これ
らの処理のうち、光ディスク１００のイニシャライズ、管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ
等の作成・記録および管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ等のバックエンドへの送出等につ
いて説明する。これらの処理は、主としてドライブユニット３００のＣＰＵ３６１の制御
のもとに行われる。
【０１５１】
　図２０に示すように、光ディスク１００がドライブユニット３００に装着されると、ド
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ライブユニット３００のＣＰＵ３６１は、光ディスク１００が未記録ディスク（ブランク
ディスク）であるか否かを判定する（ステップＳ１１）。
【０１５２】
　光ディスク１００が未記録ディスクであるときには（ステップＳ１１：ＹＥＳ）、ＣＰ
Ｕ３６１は、光ディスク１００に対してイニシャライズ処理を行う（ステップＳ１２）。
このイニシャライズ処理において、管理情報作成部３６０は、管理情報１４２Ａないし１
４２Ｃを作成する（ステップＳ１３）。なお、ここで作成される管理情報１４２Ａは、外
枠のみであり、内実はない。すなわち、ディフェクトアドレスは記録されておらず、具体
的な代替記録アドレスも記録されていない。さらに、各管理情報には自らを特定するため
の識別子が例えばヘッダとして記録される。作成された管理情報１４２Ａから１４２Ｃは
管理情報作成部３６０内に記憶保持される。
【０１５３】
　尚、このとき、管理情報作成部３６０は、イニシャライズ処理の中で設定されたユーザ
データエリア１０１の開始アドレスおよび終了アドレス等を取得し、設定情報１４１を作
成することが好ましい。設定情報１４１にも、自らを特定するための識別子が例えばヘッ
ダとして記録されることが好ましい。更に、管理情報作成部３６０は、これらの管理情報
１４２Ａないし１４２Ｃ及び設定情報１４１を指し示す指標情報１４３を作成することが
好ましい。
【０１５４】
　続いて、管理情報作成部３６０は、指標情報１４３を作成する（ステップＳ１４）。こ
こで作成される指標情報１４３は、後に光ディスク１００上に記録される際に、ラスト管
理情報（具体的には、例えば図１４に示すように管理情報１４２Ｃ）に続けて記録される
。
【０１５５】
　続いて、ＣＰＵ３６１は、管理情報作成部３６０内に記憶された管理情報１４２Ａない
し１４２Ｃ等をバックエンド４００に送る（ステップＳ１５）。管理情報１４２Ａないし
１４２Ｃ等はバックエンド４００の管理情報管理部４７７に記憶される。
【０１５６】
　続いて、ＣＰＵ３６１は、管理情報作成部３６０内に記憶された管理情報１４２Ａない
し１４２Ｃ等を光ディスク１００の管理エリア１０７Ａに記録する（ステップＳ１６）。
【０１５７】
　一方、光ディスク１００が未記録ディスクでない場合には（ステップＳ１１：ＮＯ）、
続いてＣＰＵ３６１は、最新の管理情報を光ディスク１００の管理エリア１０７Ａ、１０
７Ｂ、１０７Ｃのいずれかから読み取る（ステップＳ１８）。
【０１５８】
　すなわち、光ディスク１００が未記録ディスクでない場合には、すでに過去に作成され
た管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ等、すなわち１個または数個の設定情報１４１、数個
の管理情報１４２Ａないし１４２Ｃが管理エリア１０７Ａ、１０７Ｂ、１０７Ｃの一部ま
たは全部に記録されている。そこで、ＣＰＵ３６１は、まず、管理情報を記録するために
現在使用されている１個の管理エリアを選択し、その管理エリア内に最後に記録されてい
る指標情報１４３を特定する。次に、ＣＰＵ３６１は、当該特定された指標情報１４３を
参照し、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要な管理情報１４２Ａから１４２Ｃお
よび設定情報１４１を特定する。続いて、ＣＰＵ３６１は、これら最新の管理情報および
設定情報１４１を読み取る。
【０１５９】
　続いて、ＣＰＵ３６１は、これら最新の管理情報および設定情報１４１を管理情報作成
部３６０に記憶し、かつ、これをバックエンド４００に送る（ステップＳ１９）。バック
エンド４００において、最新の管理情報等は管理情報管理部４７７に記憶される。
【０１６０】
　以上の初期設定処理により、最新の管理情報がディスクドライブ３００の管理情報作成
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部３６０に記憶され、かつ、バックエンド４００の管理情報管理部４７７に記憶される。
これにより、管理情報作成部３６０において、最新の管理情報の更新処理の準備が完了す
る。一方、管理情報管理部４７７において、各種データ管理の準備が完了する。
【０１６１】
　次に、記録再生装置２００の記録処理について説明する。図２１は主に記録再生装置２
００の記録処理を示している。記録再生装置２００は、記録データを光ディスク１００の
ユーザデータエリア１０１に記録する記録処理を行う。記録再生装置２００は、記録処理
の中でベリファイ処理を行い、このベリファイ処理の結果に基づいて管理情報１４２Ａを
更新したり、或いはその他の管理情報１４２Ｂや１４２Ｃ等）を更新する。記録処理は、
ドライブユニット３００のＣＰＵ３６１とバックエンド４００のシステム制御部４７６の
協働によって実現する。
【０１６２】
　図２１に示すように、ユーザが記録開始の指示を入力すると（ステップＳ３３：ＹＥＳ
）、これに応じて、記録再生装置２００は記録データを記録する（ステップＳ３４）。記
録データの記録は所定のブロックごとに行われる。
【０１６３】
　記録再生装置２００は、１ブロックの記録を行う度に、ベリファイを行い（ステップＳ
３５）、ベリファイの結果に基づいて、管理情報作成部３６０内に記憶された管理情報１
４２Ａを更新するか否かを判定する。或いは、その他の管理情報１４２Ｂや１４２Ｃを更
新するか否かを判定する（ステップＳ３６）。
【０１６４】
　具体的には、ベリファイの結果、記録データの記録に失敗したことを認識したときには
、ＣＰＵ３６１は、当該記録に失敗した記録データをスペアエリアに記録する。続いて、
ＣＰＵ３６１は、当該記録データの記録すべきであった場所にディフェクトが存在すると
推測し、その場所を示すディフェクトアドレスとそれに対応する代替記録アドレスを管理
情報１４２Ａに記録する。或いは、記録動作を行なうことで、光ディスク１００上におけ
る記録データの分布の様子が変化していると判定されれば、ＣＰＵ３６１は、当該記録デ
ータの分布の様子を反映した管理情報１４２Ｂに更新する。或いは、記録動作を行なうこ
とで、光ディスク１００に設けられている記録トラック上における記録データの分布の様
子が変化していると判定されれば、ＣＰＵ３６１は、当該記録データの分布の様子を反映
した管理情報１４２Ｃに更新する。
【０１６５】
　尚、必ずしも１ブロックの記録を行なう毎にベリファイ処理を行わなくとも、例えば数
ブロックの記録を行なう毎にベリファイ処理を行うように構成してもよいし、或いは例え
ば一定時間毎にベリファイ処理を行なうように構成してもよい。また、管理情報１４２Ｂ
や管理情報１４２Ｃの更新処理は、必ずしもベリファイ処理と共に行わなくとも、記録動
作中に適宜行われるように構成してもよい。
【０１６６】
　今回記録すべき記録データの一連のブロックについて上記ステップＳ３４ないしＳ３８
の処理が終了したとき（ステップＳ３９：ＹＥＳ）、続いて、ＣＰＵ３６１は、図２２に
示すように、管理情報１４２Ａから１４２Ｃ等を記録するために現在使用されている１個
の管理エリア内に、更新された管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ及び当該更新された管理
情報１４２Ａないし１４２Ｃを含む最新の管理情報及び設定情報１４１を指し示す指標情
報１４３を記録するための空き領域があるか否かを調べる（ステップＳ４１）。
【０１６７】
　現在使用されている１個の管理エリア内に空き領域があるときには（ステップＳ４１：
ＹＥＳ）、ＣＰＵ３６１は、最新の管理情報及び設定情報１４１を指し示す指標情報１４
３を作成し（ステップＳ４２）、当該更新された管理情報１４２Ａないし１４２Ｃを、現
在使用されている１個の管理エリアに追記する（ステップＳ４３）。このとき、指標情報
１４３は、更新された各管理情報１４２Ａないし１４２Ｃの少なくとも１つに続けて、現
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在使用されている１個の管理エリアに追記される。
【０１６８】
　一方、現在使用されている１個の管理エリア内に空き領域がないときには（ステップＳ
４１：ＮＯ）、ＣＰＵ３６１は、光ディスク１００上に未使用の管理エリアがあるか否か
を調べる（ステップＳ４４）。
【０１６９】
　光ディスク１０上に未使用の管理エリアが存在するときには（ステップＳ４４：ＹＥＳ
）、ＣＰＵ３６１は、その未使用の管理エリアを、次に使用すべき１個の管理エリアに指
定する。なお、光ディスク１００上に未使用の管理エリアが複数ある場合には、ＣＰＵ３
６１は、それらのうちの１個を、次に使用すべき１個の管理エリアに指定する。そして、
ＣＰＵ３６１は、最新の管理情報を、指定した１個の管理エリアのセットアップエリアに
記録する（ステップＳ４５）。具体的には、最新の管理情報は、管理情報作成部３６０内
に記憶されているので、ＣＰＵ３６１は、管理情報作成部３６０内に記憶されている各管
理情報１４２Ａないし１４２Ｃ、設定情報１４１、並びにこれらの管理情報１４２Ａない
し１４２Ｃ及び設定情報１４１を指し示す指標情報１４３からなる１セットの管理情報ブ
ロック１４０を、次に使用すべき１個の管理エリアのセットアップエリアに記録する（図
６および図７参照）。
【０１７０】
　一方、光ディスク１０上に未使用の管理エリアが存在しないときには（ステップＳ４４
：ＮＯ）、ＣＰＵ３６１は、記録再生装置２００の表示パネルにエラーメッセージを表示
するなどのエラー処理を行う（ステップＳ４６）。以上で、記録処理は完了する。
【０１７１】
　次に、記録再生装置２００におけるファイナライズ処理について説明する。図２３はフ
ァイナライズ処理を示している。例えばユーザがファイナライズ処理を行う旨の指示を入
力すると（図２１中のステップＳ３１：ＹＥＳ）、記録再生装置２００は、光ディスクが
ファイナライズ済みでないことを確認した上で（ステップＳ５１：ＹＥＳ）、その光ディ
スク１００に対してファイナライズ処理を行う（ステップＳ５２）。ファイナライズ処理
の際に、記録再生装置２００は、管理情報作成部３６０内に記憶された管理情報１４２Ａ
を光ディスク１００の図示しない確定的ディフェクト管理エリアに記録することが好まし
い。以上で、ファイナライズ処理は完了する。
【０１７２】
　次に、記録再生装置２００の再生処理について説明する。図２４は記録再生装置２００
の再生処理を示している。
【０１７３】
　ユーザが再生開始の指示を入力すると（図２１中のステップＳ３２：ＹＥＳ）、記録再
生装置２００は、光ディスク１００が未記録ディスクでないことを確認した上で（ステッ
プＳ６１：ＮＯ）、光ディスク１００のユーザデータエリア１０１に記録された記録デー
タを再生する（ステップＳ６２）。記録再生装置２００は、バックエンド４００の管理情
報管理４７７に記憶された最新の管理情報に基づいて各種データ管理（例えば、ディフェ
クト管理等）を行いながら、記録データの再生を行う。
【０１７４】
　以上より、記録再生装置２００によれば、更新された管理情報のみを選択し、これを管
理エリアに記録する構成としたから、管理エリアに記録する情報量を小さくすることがで
きる。これにより、記録媒体に管理エリアを広く設ける必要がなくなり、記録データの記
録容量を増加させることができる。
【０１７５】
　また、管理情報１４２Ａないし１４２Ｃ等を記録するのに用いる管理エリアを変更する
ときには、設定情報１４１、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要なすべての管理
情報１４２Ａないし１４２Ｃ及び指標情報１４３を、次に使用すべき管理エリア（特に、
そのセットアップエリア）に記録する構成としたから、使用中の１個の管理エリアの中に
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は、常に、設定情報１４１、最新の管理情報を組み立てるのに最小限必要なすべての管理
情報１４２Ａないし１４２Ｃ及び指標情報１４３が存在する。したがって、次回、最新の
管理情報および設定情報１４１を読み取るときには、当該１個の管理エリアの中だけをサ
ーチすれば、最新の管理情報を構成する管理情報１４２Ａないし１４２Ｃおよび設定情報
１４１を読み取ることができる。よって、最新の管理情報を迅速に取得することができる
。
【０１７６】
　なお、本発明は、請求の範囲および明細書全体から読み取るこのできる発明の要旨また
は思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更を伴う追記型記録媒体、記
録装置、記録方法、再生装置および再生方法並びに記録装置および再生装置を実現するコ
ンピュータプログラムもまた本発明の技術思想に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１７７】
　本発明に係る追記型記録媒体、追記型記録媒体用の記録装置および記録方法、追記型記
録媒体用の再生装置および再生方法、並びにコンピュータプログラムは、例えば、光ディ
スク、磁気ディスク、光磁気ディスク等の高密度記録媒体に利用可能であり、更に高密度
記録媒体用のレコーダ等にも利用可能である。また、例えば民生用或いは業務用の各種コ
ンピュータ機器に搭載される又は各種コンピュータ機器に接続可能な情報記録装置等にも
利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１７８】
【図１】本発明の追記型記録媒体の実施形態を示す説明図である。
【図２】追記型記録媒体の実施形態における管理情報の分割記録機能を示す説明図である
。
【図３】追記型記録媒体の実施形態における管理情報の分割記録機能を示す説明図である
。
【図４】追記型記録媒体の実施形態における管理情報の分割記録機能を示す説明図である
。
【図５】追記型記録媒体の実施形態における管理情報の分割記録機能を示す説明図である
。
【図６】追記型記録媒体の実施形態における管理情報のセットアップ機能を示す説明図で
ある。
【図７】追記型記録媒体の実施形態における管理情報のセットアップ機能を示す説明図で
ある。
【図８】追記型記録媒体の比較例における管理情報の記録の態様を示す説明図である。
【図９】本発明の記録装置の実施形態を示すブロック図である。
【図１０】本発明の記録装置の実施形態の変形態様を示すブロック図である。
【図１１】本発明の再生装置の実施形態を示すブロック図である。
【図１２】本発明の追記型記録媒体の第１実施例を示す説明図である。
【図１３】本発明の追記型記録媒体の第２実施例を示す説明図である。
【図１４】本発明の追記型記録媒体に係る管理情報の実施例を示す説明図である。
【図１５】管理情報の一具体例たるディフェクト管理情報の一例を示す説明図である。
【図１６】本発明に追記型記録媒体に係る管理情報の更新記録の態様を示す説明図である
。
【図１７】本発明の記録装置および再生装置の実施例である記録再生装置の構成を示すブ
ロック図である。
【図１８】ディスクドライブの構成を示すブロック図である。
【図１９】バックエンドの構成を示すブロック図である。
【図２０】記録再生装置の初期設定処理を示すフローチャートである。
【図２１】記録再生装置の記録処理を示すフローチャートである。
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【図２２】図１９に続くフローチャートである。
【図２３】記録再生装置のファイナライズ処理を示すフローチャートである。
【図２４】記録再生装置の再生処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１７９】
　１０　追記型記録媒体
　１１　データエリア
　１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃ　ディフェクト管理エリア
　２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄ　管理情報
　２３　指標情報
　２４Ａ、２４Ｂ、２４Ｃ　セットアップエリア
　５０、６０　記録装置
　７０　再生装置
　１００、１２０　追記型光ディスク
　２００　記録再生装置

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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